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連結子会社による特定保健用食品の許可申請に関するお知らせ

当社の子会社である日本予防医薬株式会社（大阪府豊中市、代表取締役：石神賢太郎、当社議決権比率：

100％）は、同社が「疲労定量化及び抗疲労食薬開発プロジェクト」において参加企業の１社と共同開発を

行った飲料（商品名「イミダＦＲ」）につきまして、本日、抗疲労効果の表示許可の取得に向けた特定保健

用食品の申請を行いましたのでお知らせいたします。なお、本件による当期の業績予想への影響はございま

せん。

「イミダＦＲ」は、数千キロも飛び続ける渡り鳥の持続力の鍵であるイミダゾールジペプチドを１本あた

り 200ｍｇ配合しています。イミダゾールジペプチドは、ヒトや動物の最も酷使する部位に豊富に存在する

アミノ酸結合体であり、食べて体に吸収された後は脳や骨格筋に取り込まれることが知られています。

イミダゾールジペプチド配合飲料につきましては、日本予防医薬株式会社より、「サイエンスワン」およ

び「イミダペプチド」の商品名にて通信販売等により既に販売されております。また、平成 22 年５月から

は、日本予防医薬株式会社よりヘルスケア卸会社のシーエス薬品株式会社に対して、イミダゾールジペプチ

ド配合飲料（商品名「イミダペプチド２４０」）を専売品として供給する事業を開始しております。イミダ

ゾールジペプチド配合飲料は、多くのマスメディアに取り上げられたことに加え、広告宣伝活動の強化等の

効果もあり、徐々に売上高が拡大してきております。

特定保健用食品の許可が得られた場合は、より効果的な広告販促活動を行うことができ、また、他社への

ＯＥＭ供給等の販売戦略の多様化を行うこともできる等、イミダゾールジペプチド配合飲料の販売の極大化

に資するほか、特定保健用食品市場の活性化にもつながり、当社グループの他の事業にも好影響を及ぼすこ

とが期待できることから、当社グループとしては許可取得に向けて引き続き最善の対応を行ってまいる方針

であります。
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